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研
究
授
業
は
教
育
の
根
本
概
念
を
再
認
識
す
る
場

　

日
本
に
は
、
百
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
授
業
研
究

と
い
う
教
育
文
化
が
あ
る
。
授
業
研
究
で
は
、
子
ど

も
の
実
態
の
把
握
、
時
代
に
求
め
ら
れ
る
教
育
の
目

標
の
明
確
化
、
解
決
す
べ
き
教
育
上
の
問
題
の
同
定

を
行
う
。
そ
し
て
、
問
題
の
解
決
に
向
け
た
研
究
授

業
を
構
想
し
、
実
施
す
る
と
と
も
に
、
授
業
後
の
研

究
協
議
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
協
議
し
、

問
題
の
解
決
に
接
近
で
き
た
の
か
ど
う
か
の
省
察
を

行
う
。
教
師
は
、
こ
の
過
程
を
繰
り
返
し
、
よ
り
よ

い
教
育
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
き
て
い
る
。

　

研
究
授
業
は
、
あ
る
学
習
内
容
を
ど
の
よ
う
に
指

導
す
れ
ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
学
ぶ
場
で
あ
る
が
、

同
時
に
、
日
々
の
授
業
に
対
す
る
自
己
の
認
識
を
深

め
る
場
で
も
あ
る
。

　

教
育
と
は
何
か
。
普
段
、
授
業
を
行
っ
て
い
る
際
、

こ
の
問
い
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
少
な
い
。
篠
原

助
市
は
、
『
理
論
的
教
育
学
』
（
１
９
２
９
年
）
の
な

か
で
、
教
育
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
教
育

と
は
、
子
ど
も
の
考
え
を
引
き
出
し
、
引
き
上
げ
る

作
用
で
あ
る
。
」
研
究
授
業
で
は
、
他
者
の
教
育
観

を
鏡
と
し
て
、
自
己
の
教
育
観
に
つ
い
て
見
つ
め
直

す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
機
会
を
通
し
て
、「
自

分
は
子
ど
も
の
考
え
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
て
い

る
か
。
引
き
出
し
た
後
、
そ
の
考
え
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
か
」
と
い
う
問
い
と
正
対
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
が
授
業
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
、
授
業
と
は
何
か
。
あ
る
教
師
は
、「
授
業

と
は
友
達
の
考
え
を
解
釈
す
る
場
で
あ
る
」
と
言
う
。

教
師
が
考
え
る
授
業
観
が
子
ど
も
に
伝
わ
れ
ば
、
授

業
そ
の
も
の
が
変
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
聞
き
な
さ

い
」
と
い
う
指
導
も
必
要
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
な

ぜ
な
ら
、
友
達
の
考
え
を
解
釈
す
る
た
め
に
は
、
友

達
の
考
え
を
聞
く
こ
と
が
前
提
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

研
究
授
業
は
、
教
育
に
対
す
る
根
本
概
念
に
つ
い

て
、
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
と
な
ろ
う
。

第
38
期
学
校
教
材
調
査
会
算
数
科
専
門
委
員

東
京
学
芸
大
学
自
然
科
学
系
数
学
講
座
数
学
科
教
育
学
分
野
教
授

清
野
　
辰
彦
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第
38
期
学
校
教
材
調
査
会
（
小
学
校
）
で
は
、
当
事
業
の
メ
イ
ン
と
な
る
各

社
別
研
究
会
を
、８
月
19
日
～
９
月
20
日
に
「
協
会
会
議
室
」
と
「
出
版
ク
ラ
ブ
」、

で
開
い
た
。
各
教
科
２
日
間
ず
つ
計
８
日
間
で
、
の
べ
２
１
１
名
（
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
含
む
）
の
編
集
者
が
参
加
し
、調
査
委
員
か
ら
調
査
結
果
の
報
告
が
あ
っ

た
ほ
か
、
編
集
者
と
教
材
作
成
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
研
究
協
議
を
行
っ
た
。

日
第
38
期
学
校
教
材
調
査
会　

各
社
別
研
究
会
を
開
催

た
。
分
科
会
は
教

科
毎
に
月
１
回
程

度
の
ペ
ー
ス
で
開

催
し
、
学
校
現
場

の
現
状
な
ど
に
つ

い
て
の
情
報
交
換
や
調
査
の
共
通
の
視
点
と
な
る
調

査
基
準
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

　

調
査
は
、
学
者
や
小
学
校
の
教
師
等
で
構
成
さ
れ
た

調
査
委
員
22
名
（
う
ち
新
任
10
名
）
に
よ
っ
て
進
め
ら

れ
、
そ
の
結
果
は
、
調
査
を
担
当
し
た
委
員
が
教
材
毎

に
「
調
査
結
果
一
覧
表
」
に
ま
と
め
、
各
社

別
研
究
会
に
先
立
っ
て
出
版
社
別
に
提
示
さ

れ
た
。

　

当
日
は
、
そ
の
「
調
査
結
果
一
覧
表
」
を

基
に
、
実
際
に
調
査
し
た
教
材
を
見
な
が
ら
、

編
集
趣
意
書
と
の
整
合
性
や
学
習
指
導
要
領

と
の
関
連
、
企
画
内
容
な
ど
に
つ
い
て
の
指

導
や
改
善
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
の
ほ
か
、
各

社
か
ら
事
前
に
出
さ
れ
た
調
査
要
望
書
に
対

す
る
回
答
も
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
参
加
し

た
編
集
者
へ
丁
寧
に
伝
え
ら
れ
た
。

　

各
教
科
と
も
、
調
査
委
員
か
ら
の
伝
達
だ

　

第
38
期
学
校
教
材
調
査
会
は
、
主
に
２
０
２
５
年
度

版
小
学
校
図
書
教
材
を
対
象
に
、
学
習
指
導
要
領
や
指

導
要
録
と
そ
れ
に
基
づ
く
教
科
書
や
学
校
教
育
の
動
向

へ
の
対
応
、
学
校
教
育
に
お
い
て
期
待
さ
れ
る
学
校
用

教
材
の
勘
案
な
ど
を
ふ
ま
え
、教
科
別
に
作
成
し
た
「
調

査
基
準
」
に
基
づ
き
、
現
場
に
と
っ
て
価
値
の
あ
る
教

材
と
は
何
か
を
探
る
た
め
の
調
査
研
究
を
行
っ
た
。

　

今
期
は
、
日
図
協
加
盟
出
版
社
７
社
が
参
加
し
、
前

回
と
同
様
に
、
５
教
科
（
国
語
科
、
社
会
科
、
算
数
科
、

理
科
、
外
国
語
（
英
語
）
科
）
の
教
材
の
調
査
を
行
っ

〈国語科〉

〈社会科〉

〈算数科〉
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け
で
な
く
、
調
査

結
果
・
回
答
を

受
け
て
、
編
集

者
か
ら
も
改
善

に
向
け
た
質
問

な
ど
が
出
さ
れ

た
ほ
か
、
そ
れ

ぞ
れ
の
教
材
の

特
徴
に
関
す
る

こ
と
や
作
成
す

る
際
の
疑
問
点
、

今
後
求
め
ら
れ

る
教
材
や
そ
の
作
成
等
に
つ
い
て
も
、
充
分
に
時
間
を

と
っ
て
委
員
と
編
集
者
で
意
見
交
換
や
熱
心
な
協
議

が
行
わ
れ
、
充
実
し
た
各
社
別
研
究
会
と
な
っ
た
。

　

各
社
別
研
究
会
終
了
後
は
、「
調
査
結
果
一
覧
表
」

を
教
材
作
成
の
際
に
役
立
つ
も
の
と
な
る
よ
う
修
訂
正

し
、
そ
れ
を
最
終
的
な
調
査
の
報
告
書
と
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
完
成
次
第
、
各
社
毎
に
送
付
す
る
予
定

で
、
現
在
、
各
委
員
に

よ
る
作
成
作
業
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

９
月
10
日

日
小
学
校
編
集
部
長
会

　

を
開
催

　

小
学
校
編
集
部
長
会

（
幹
事
長
・
北
村
有
司

正
進
社
小
学
編
集
部
課

長
）
で
は
、
第
10
回
部

長
会
を
「
協
会
会
議
室
」

で
開
い
た
。

　

会
議
で
は
、
教
著
協
と
の
協
議
、
共
同
許
諾
申
請
業

務
、
学
校
教
材
調
査
会
事
業
、
教
育
行
政
の
動
向
や
教

材
の
在
り
方
、
教
材
の
複
製
や
公
衆
送
信
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
へ
の
対
応
、
広
報
活
動
、
校
務
支
援
・
採
点

支
援
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
、
日
本
教
材
学
会
と
の
連
携

等
に
つ
い
て
状
況
確
認
と
検
討
を
行
っ
た
。

９
月
８
日

全
拠
出
金
、
小
学
校
１
学
期
分
と
中
学
校
前
期
分

　

41
協
会
へ
１
、
０
４
５
万
円
還
元
送
金

　

拠
出
金
の
２
０
２
５
年
度
小
学
校
１
学
期
分
６
６

７
万
５
、
４
３
２
円
、
中
学
校
前
期
分
３
７
８
万
１
、

６
３
８
円
、
合
計
１
、
０
４
５
万
７
、
０
７
０
円
を
事

務
局
よ
り
関
係
協
会
へ
還
元
送
金
し
た
（
詳
細
は
10

ペ
ー
ジ
参
照
）
。

　

小
学
校
は
昨
年
比
１
・
96
％
減
、
中
学
校
は
昨
年
比

６
・
39
％
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
集
金
に
あ
た
っ
て
は
、
小
学
校
は
加
盟
７
社
、

中
学
校
は
加
盟
８
社
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
い
る
。

　今年度も８月１日より会員販

売店と加盟出版社を対象に実施

しています。講座の追加などリ

ニューアルを行い、全会員向け

の無料講座（特別講座）の開講

も予定しています。

講座内容の詳細、受講のお申込み
は協会ホームページよりお願いし
ます。

教材士研修制度　教材士研修制度　
基礎コース講座基礎コース講座

開講中！開講中！

〈理科〉

〈英語科〉
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『
ま
と
め
る 

つ
な
が
る 

理
科
の
学
習
』
と
は

　

本
書
は
、
２
０
２
５
年
度
の
中
学
校
の
教
科
書
改
訂

に
合
わ
せ
て
発
行
さ
れ
た
理
科
の
ワ
ー
ク
（
問
題
集
）

で
す
。

　

発
行
に
際
し
、
学
校
現
場
か
ら
は
、
理
科
は
問
題
量

が
豊
富
で
、
入
試
に
あ
る
程
度
ま
で
対
応
で
き
る
ワ
ー

ク
が
好
ま
れ
る
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
本
書
は
中
程
度
の
難
易
度
の
問
題
を
中
心

に
編
集
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
習
す
る
生
徒
の
皆
様
に
と
っ
て
も
理
科
を

楽
し
く
学
べ
、
習
熟
度
や
定
着
度
が
大
幅
に
向
上
す
る

こ
と
を
目
指
し
た
誌
面
と
し
ま
し
た
。 理

科
が
得
意
教
科
に
な
る
工
夫
が
満
載
！

日
常
学
習
か
ら
高
校
受
験
ま
で
サ
ポ
ー
ト

☆日図協加盟出版社の発行している教材につ

いて、実際の授業における活用例、より効果

が得られるポイント（場面・方法）などをご

紹介します。

教材活用シリーズ　  第 182 回

本
書
の
魅
力

　

本
書
は
、
基
礎
～
標
準
問
題
で
構
成
さ
れ
る
「
基

礎
」
、
実
戦
問
題
で
構
成
さ
れ
る
「
応
用
」
、
計
算
・
作

図
問
題
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
ド
リ
ル
「
得
意
に
な
ろ

う
！
」
及
び
一
問
一
答
式
の
「
要
点
・
用
語
チ
ェ
ッ
ク
」

か
ら
構
成
さ
れ
、
い
ず
れ
も
使
い
や
す
い
２
頁
の
見
開

き
展
開
で
す
。

①
基
礎

①
基
礎

　

大
問
毎
に
易
→
難
の
順
で
問
題
を
配
置
し
ま
し
た
。

知
識
だ
け
で
な
く
思
考
・
判
断
・
表
現
力
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
養
成
で
き
ま
す
。
各
大
問
は
、
問
題
を
解
き
進

め
る
に
つ
れ
て
知
識
が
有
機
的
に
つ
な
が
る
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

冒
頭
に
「
プ
チ
整
理
」
を
設
置
。
「
プ
チ
整
理
」
は
、

単
元
全
体
の
要
点
を
図
や
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
て
ま
と

め
て
お
り
、
用
語
や
基
礎
的
な
事
項
を
整
理
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
関
連
動
画
（
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
リ
ン
ク
）

も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
の
高
校
入
試
問
題
の
全
国
的
な
傾
向

は
、
基
本
的
な
事
項
を
問
う
問
題
だ
け
で
な
く
、
実
験
・

観
察
の
技
能
を
み
る
問
題
や
科
学
的
な
思
考
力
を
要

す
る
問
題
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
書
で
は
「
表
現
し
て
み
よ
う
」
と
題
し

た
、
「
記
号
選
択
＋
理
由
記
述
」
問
題
を
各
回
掲
載
し

て
い
ま
す
。
選
択
の
理
由
を
問
う
こ
と
で
、
科
学
的
な

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

東京法令出版株式会社

『まとめる つながる

　　　　　　　理科の学習』

東京法令出版株式会社

教育事業推進部

教材開発課
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用

②
応
用

　

章
の
ま
と
め
問
題
で
す
。
数
単
元
毎
に
小
分
け
に
設

定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
定
期
テ
ス
ト
前
の
学
習
に
も
最

適
で
す
。

　

ま
た
、
誌
面
も
黒
一
色
で
、
解
答
欄
を
末
尾
に
ま
と

め
て
掲
載
し
た
こ
と
で
、
テ
ス
ト
や
入
試
を
意
識
し
た

学
習
が
可
能
で
す
。

　

な
お
、
近
年
の
入
試
は
、
会
話
形
式
の
設
問
も
増
え

て
き
て
お
り
、
会
話
形
式
の
題
材
も
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

一
通
り
の
知
識
の
確
認
や
標
準
的
な
問
題
に
取
り

組
み
た
い
と
き
は
「
基
礎
」
を
、
定
期
試
験
や
入
試
を

見
据
え
た
学
習
に
取
り
組
み
た
い
と
き
は
「
応
用
」
を
、

そ
れ
ぞ
れ
目
的
に
応
じ
て
学
習
で
き
ま
す
。

③
ド
リ
ル
「
得
意
に
な
ろ
う
！
」

③
ド
リ
ル
「
得
意
に
な
ろ
う
！
」

　

計
算
や
作
図
を
中
心
と
し
た
補
強
的
な
も
の
が
中

心
で
す
。
演
習
量
が
不
足
し
が
ち
で
あ
る
、
と
の
声
を

受
け
、
分
量
を
大
幅
に
増
や
し
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
出

題
形
式
を
変
え
た
類
題
を
数
多
く
解
き
、
繰
り
返
し
学

習
す
る
こ
と
で
、
理
科
の
計
算
・
作
図
問
題
を
マ
ス

タ
ー
す
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

④
一
問
一
答
式
「
要
点
・
用
語
チ
ェ
ッ
ク
」

④
一
問
一
答
式
「
要
点
・
用
語
チ
ェ
ッ
ク
」

　

重
要
用
語
な
ど
の
一
問
一
答
式
問
題
で
す
。
各
分
野

の
最
後
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
テ
ス
ト
前
の
確
認
に
最

適
で
す
。

　

ま
た
、
誌
面
に
印
字
さ
れ
た
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、

お
手
持
ち
の
端
末
で
正
誤
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
も

で
き
、
用
語
の
お
さ
ら
い
が
で
き
ま
す
。

さ
い
ご
に

　

本
書
は
、
生
徒
の
皆
様
が
独
自
で
迷
わ
ず
採
点
で

き
、
確
実
に
理
解
で
き
る
よ
う
「
解
答
・
解
説
」
の
制

作
に
も
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　

「
解
答
・
解
説
」
は
、
本
誌
と
同
じ
頁
数
と
し
、
解

答
部
分
が
本
誌
の
解
答
欄
と
同
じ
作
り
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
採
点
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
記
述
問
題

は
、
正
答
の
条
件
を
明
示
し
、
生
徒
自
身
が
採
点
の
判

断
に
迷
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

本
書
で
の
学
習
を
通
し
て
、
理
科
が
苦
手
の
生
徒
に

と
っ
て
は
理
科
が
得
意
教
科
に
な
る
こ
と
、
ま
た
あ
る

程
度
学
力
が
あ
る
生
徒
に
と
っ
て
も
よ
り
一
層
理
解

度
・
習
熟
度
が
高
め
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

76 啓１

基 礎基 礎

溶
よう

質
しつ

のとり出し方 本誌 　P.76〜772424

76 77

正解
基 ：

教科書の太字用語など、これだけは解いておきたい問題。
何問正解できたかな？

基 ：これだけは解いておきたい問題　思：思考・判断・表現　マークなし：知識・技能啓１ 啓１

基 礎基 礎 学習日

月 日
教科書

解 答

正しいものを○で囲もう。また、 　　には適する言葉を書き入れよう。

実 験
プチ
整理

・塩化ナトリウムは温度による溶
よう
解
かい
度
ど
の変化が少ないため、水を❺ させてとり出す。

・純
じゅん
粋
すい
な物質で、規則正しい形をした固体を❻ という。

　ミョウバンを水に入れ、よくかき混ぜた液をろ過した。
⑴　右の図はろ過のようす
である。器具の使い方で
正しいものは、ア～ウの
どれか。

⑵　ろ紙上には、ろ紙の穴
より大きい物質、小さい
物質のどちらが残るか。

⑶　ろ過した後の液として、正しいものはどれか。ア～エから選び、
理由も書いてみよう。

　ア　水だけ　　
　イ　とけたミョウバンをふくんだ水
　ウ　結晶のミョウバンをふくんだ水
　エ　とけたミョウバンと結晶のミョウバンの両方をふくんだ水

基

し
て
み
よ
う

し
て
み
よ
う

表
現

　図１は塩化ナトリウムと硝酸カリウムの溶解度を表したグラフである。
⑴�　水の温度と溶解度との関係をグ
ラフに表したものを何というか。

⑵�　硝酸カリウムの飽和水溶液をつ
くるとき、40℃の水100gに約何g
の硝酸カリウムをとかせばよいか。

⑶　⑵の飽和水溶液の温度を10℃
まで下げると規則正しい形の固体
が出てきた。出てきた固体の形は
図２のア、イのどちらか。

⑷　⑶のような固体を何というか。
⑸　　　　⑶で出てきた固体の質量はおよそ何gか。次より記号を選べ。
　ア　60g　イ　50g　ウ　40g　エ　30g　オ　20g　カ　10g
⑹　　　　同じようにして、40℃の水100gに塩化ナトリウムをとかし
て飽和水溶液をつくり、10℃まで温度を下げたが、塩化ナトリウムの
固体はほとんど出てこなかった。これは塩化ナトリウムの溶解度にど
のような特

とく
徴
ちょう
があるためか。

基

基

計算

記述

　硝酸カリウムの飽
ほう
和
わ
水溶液を冷やすと、右のように、固体の硝酸カリ

ウムが出てきた。
⑴　とかした溶質を、再び結晶としてとり出す操

そう
作
さ
を何というか。

⑵　出てきた硝酸カリウムの結晶は、純
じゅん
物
ぶっ
質
しつ
と混

こん
合
ごう
物
ぶつ
のどちらか。

⑶　次のア～エのうち、純物質をすべて選び、記号で答えよ。
　ア　空気　　イ　酸

さん
素
そ
　　ウ　エタノール　　エ　ろう

基

基

　　 溶質のとり出し方、純物質と混合物　 教 P.169〜1722

硝
酸
カ
リ
ウ
ム

A：硝
しょう
酸
さん
カリウム

Ｂ：塩
えん
化
か
ナトリウム

水5cm3

BＡ

3.0g 3.0g

Ａ Ｂ

ときどき
振り混ぜる

水

Ａ Ｂ

　塩化ナトリウムと硝酸カリウム
を20℃の水にとかす実験を行った。
⑴�　限

げん
度
ど
まで溶

よう
質
しつ
がとけた状態を

何というか。
⑵　⑴の水溶液を何というか。
⑶�　この実験では、どちらもとけ残
りがあった。とけ残った量は、塩
化ナトリウム、硝酸カリウムのどちらが多いか。ただし、20℃での水
100gに塩化ナトリウムは37.8g、硝酸カリウムは31.6gとける。

⑷�　この実験で、とけ残りの量にちがいがあることから、ある温度で一
定量の水にとける物質の量は、物質の何によってちがうといえるか。

基

基

水にとかす。1 熱してとかす。2 上
うわ

澄
ず

み液
えき

をとり、冷やす。3

⑶
思

次のうち、汗の臭いを取るのにもっとも効くのはどれか？　①ミョウバン　②硝酸カリウム　③塩化ナトリウム

確 認

1

⑴

⑵

⑶

⑷

2

⑴

⑵

⑶

思

3

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

図２
アア

イイ

60

40

20

00 10 20 30 40 50
水の温度〔℃〕

100g
の
水
に
と
け
る
物
質
の
質
量 

〔g〕

塩化ナトリウム

硝酸カリウム

図１

　　 溶解度のグラフと再結晶　 教 P.167〜1703

　　 ろ過のしかた　 教 P.1684

水

Ａ Ｂ

結晶を顕
けん
微
び
鏡
きょう
で観察する。

ＡとＢの水
すい

溶
よう

液
えき

をスライ

ドガラスに１滴
てき

とり、水を

�❹（ 蒸
じょう�はつ

発 ・ 沸
ふっ�とう

騰 ）させる。

4

・ Ａは水の温度を上げる
と、とける量が大きく�
�❶（�ふえる�・�へる�）。

・Ａは結
けっ
晶
しょう
が

　�❷（�出てくる�・�出てこない�）。
・Ｂは�❸（�出てくる�・�出てこない�）。

水50g

塩化ナトリウム
20g

水50g

硝酸カリウム
20g

３章　水溶液の性質

P.167〜172

P.76〜77溶
よう

質
しつ

のとり出し方2424

水にとけた物質をとり出す方法を調べよう。

　　7 問

　　 溶解度　 教 P.167〜1681

4

⑴

⑵

ア イ ウ

◀︎ ろ過のしかた 

rika-k1_24.psd

結晶のミョウバンはろ紙の穴より大きくろ紙を通過できない。
また水にとけたミョウバンは、ろ過では水とミョウバンに分離できないため。

イ

結 晶
蒸 発

再結晶

純物質

イ、ウ

溶解度曲線

60g

　ア

結晶

　ウ

温度による溶解

度の変化が小さ

いという特徴が

あるため。

飽和

飽和水溶液

硝酸カリウム

（物質の）種類

ア

大きい物質

３章　水溶液の性質

解　説
　　
⑴　飽和…ある溶質が限度までとけている状態。
⑵　飽和水溶液…飽和している水溶液。
⑶、⑷　溶解度は、いっぱんに温度が高いほうが大きい。その変化
の割合は物質によってさまざまである。
　　
⑵　物質は純

じゅん
物
ぶっ
質
しつ
（純粋な物質）と混

こん
合
ごう
物
ぶつ
に

分けられる。純物質は１種類の物質ででき
ているもの、混合物はいくつかの物質が混
ざり合ったものをいう。
⑶　空気は、窒素、酸素、アルゴンなどいくつかの気体（純物質）が
混ざった混合物である。

1

2

純物質
物　質

混合物

図表でもう一度整理

温度〔℃〕

60

80

40

20

00 20 40 60 80

ミョウバン

硝酸
カリウム

塩化
ナトリウム

100g
の
水
に
と
け
る
物
質
の
質
量 

〔g〕

Ａの硝酸カリウムやミョウバンは、温度による溶解度の差が大きい。
→温度を上げるととける量が大きくふえる。

Ｂの塩化ナトリウムは、温度による溶解度の差がミョウバンや硝酸カ
リウムよりも小さい。
→温度を上げてもとける量はほとんどふえない。

1

⑴

⑵

⑶

⑷

2

⑴

⑵

⑶

再結晶

純物質

イ、ウ

飽和

飽和水溶液

硝酸カリウム

（物質の）種類

77啓１

思

3

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

4

⑴

⑵

液

拡大

ろ紙の穴

　　
⑵　硝酸カリウムのグラフの40℃のとき
の、100gの水にとける物質の質量の値
を読む。

⑶、⑷　規則正しい形の固体を結晶とい
い、結晶の形は物質によって異なる。イ
の結晶は塩化ナトリウムの結晶である。

⑸　右の図のように、硝酸カリウムは
40℃ではおよそ60gとける。この水溶液
の温度が10℃に下がると、およそ20gしかとけない。その差、60
－20＝40gが結晶となって出てくる。

⑹　温度による溶解度の差が小さい物質は、溶液を冷やす方法では
結晶はとり出しにくい。

3

　　
⑴、⑵　ろ過する液はガラス棒を伝わらせて注ぐ。ろうとのあしは
切り口の長い方がビーカーの内側の壁につくようにする。ろ紙は
水でぬらして、ろうとにぴったりとつける。

4

①ミョウバンには消臭効果があり、特にアンモニアに対し優れた消臭効果を発揮します。
の答え

60

40

20

0
0 10 20 30 40 50

水の温度〔℃〕

100g
の
水
に
と
け
る
物
質
の
質
量 

〔g〕

硝酸
カリウム

結晶となっ
て出て
くる。

塩化ナトリウム

採点アシスト

○塩化ナトリウムは40℃でも10℃でも溶解度にほとんど差がないため。
○ 図1より塩化ナトリウムは40℃でも10℃でも溶解度はほぼ同じであ

るため。
×とける量がちがうから。←どのようにちがうかが書かれていないので×
△温度と溶解度が関係しているから。
↑どのような関係があるかが書かれていないので△。図1を見てみよう。

�溶解度の変化について書かれていること。正答の条件

ア
ミョウバンは水にとける　→　とけたミョウバンを
ろ過で水とミョウバンに分離することはできない。

×

イ

とけたミョウバンはろ紙を通過する　→　ろ過した
後の液にミョウバンはふくまれている。
＜ポイント＞
① 　ミョウバンは量が多いととけ残ることがある。
②  　とけ残ったミョウバンは、ろ過によってろ紙の
上に結晶としてあらわれる。

○

ウ 結晶のミョウバンは、ろ紙の上に残る。 ×

◆それぞれの選択肢の〇×（正誤）を検証しよう！

してみよう表現

⑶
思

溶解度曲線

60g

　ア

結晶

　ウ

温度による溶解

度の変化が小さ

いという特徴が

あるため。

ア

大きい物質

結晶のミョウバンはろ紙の穴より大きくろ紙を通過できない。
また水にとけたミョウバンは、ろ過では水とミョウバンに分離できないため。

イ



6

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

◆
岐
阜
県
協
会
（
横
井
敏
三
会
長
）

　

協
会
運
営
に
関
す
る
規
約
を
一
部
改
定

　

①
７
月
24
日
、
②
岐
阜
市
「
じ
ゅ
う
ろ
く
プ
ラ
ザ
」
、

③
青
葉
出
版
・
楠
井
学
営
業
部
長
。

　

各
支
部
や
小
・
中
学
ブ
ロ
ッ
ク
、
事
業
委
員
会
か
ら

活
動
報
告
。
ネ
ッ
ト
直
売
の
動
向
に
つ
い
て
情
報
交

換
。
協
会
運
営
に
関
す
る
規
約
を
一
部
改
定
。

◆
新
潟
県
協
会
（
吉
田
直
哉
会
長
）

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
関
し
て
意
見
交
換

　

①
７
月
26
日
、
②
長
岡
市
「
長
岡
市
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー　

ト
モ
シ
ア
」
、
③
秀
学
社
・
辻
田
吉
平
営
業
統

括
部
長
。

　

学
校
か
ら
の
集
金
、
教
育
行
政
や
ネ
ッ
ト
直
売
の
動

向
等
に
つ
い
て
情
報
交
換
。
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
採
用
に

伴
う
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
へ
の
認
識
強
化
と
し

て
、
学
校
や
自
治
体
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
把
握
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
。

◆
大
阪
府
中
学
協
会
（
藤
井
悟
会
長
）

　

恒
例
の
新
年
会
の
開
催
を
確
認

　

①
７
月
30
日
、
②
大
阪
市
「
た
か
つ
ガ
ー
デ
ン
」
、

③
学
宝
社
・
南
谷
圭
祐
取
締
役
営
業
部
長
。

　

会
員
の
相
互
協
力
に
よ
る
協
会
活
動
の
推
進
や
親
睦

の
充
実
、
全
図
協
や
全
中
の
事
業
へ
の
協
力
な
ど
を
活

動
計
画
に
。
恒
例
の
新
年
会
や
親
睦
会
の
開
催
を
確
認
。

◆
山
梨
県
協
会
（
跡
部
博
司
会
長
）

　

来
年
度
に
向
け
て
周
年
行
事
企
画
を
検
討

　

①
８
月
１
日
、
②
甲
府
市
「
山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン

タ
ー
」
、
③
文
溪
堂
・
松
村
吾
朗
営
業
部
長
。

　

就
学
支
援
特
別
事
業
と
し
て
、
今
年
度
も
（
公
財
）

◆
埼
玉
県
協
会

　

（
日
向
哲
郎
会
長
、
小
林
一
成
代
表
理
事
）

　

総
会
前
に
講
演
会
を
開
催

　

①
７
月
22
日
、
②
さ
い
た
ま
市
「
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
」
、
③
浜
島
書
店
・
木
村
修
営
業
部
長
。

　

自
治
体
採
択
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
動
向
等
に
つ
い
て

情
報
交
換
。

　

総
会
前
に
一
般
財
団
法
人
総
合
初
等
教
育
研
究
所
・

北
俊
夫
参
与
に
よ
る
「
今
後
の
教
育
業
界
の
動
向
～
こ

れ
か
ら
の
学
校
教
育
の
方
向
性
～
」
と
題
し
た
講
演
会

を
開
催
。

◆
大
阪
府
小
学
協
会
（
向
畑
勇
一
会
長
）

　

恒
例
の
教
材
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
を
確
認

　

①
７
月
23
日
、
②
大
阪
市
「
ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ー
ナ
大

阪
」
、
③
教
育
同
人
社
・
足
立
和
也
執
行
役
員
。

　

全
図
協
事
業
や
各
地
区
の
活
動
を
報
告
。
ネ
ッ
ト
直

売
の
動
向
に
つ
い
て
情
報
交
換
。
来
年
２
月
に
教
材

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
す
る
こ
と
を
確
認
。

［
①
開
催
月
日
、
②
開
催
場
所
、
③
出
版
社
（
代
表
）
と
事
務

局
な
ど
の
出
席
者
］

※　

７
～
８
月
に
開
催
さ
れ
た
各
都
道
府
県
協
会
の

総
会
の
様
子
を
３
回
に
分
け
て
報
告
し
ま
す
（
出

席
会
員
数
は
10
月
号
の
「
都
道
府
県
協
会
の
総
会

を
ふ
り
返
っ
て
」
で
ま
と
め
て
報
告
し
ま
す
）
。

都
道
府
県
協
会
総
会
報
告
【
２
】

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊
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２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

③
新
学
社
・
勝
谷
剛
中
学
事
業
部
営
業
部
長
代
理
。

　

拠
出
金
を
次
回
納
入
分
よ
り
小
・
中
学
と
も
に
20
銭

か
ら
30
銭
に
増
額
す
る
こ
と
を
承
認
。
地
販
地
消
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
公
衆
送
信
禁
止
ポ
ス
タ
ー
の
活
用
を
確

認
し
た
ほ
か
、
学
校
で
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
使
用
状
況
や
教
師

用
書
の
取
り
扱
い
、
自
治
体
採
択
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
導

入
状
況
等
に
つ
い
て
情
報
交
換
。

◆
茨
城
県
協
会
（
風
見
正
典
会
長
）

　

地
区
会
の
積
極
的
な
開
催
を
確
認

　

①
８
月
２
日
、
②
水
戸
市
「
水
戸
三
の
丸
ホ
テ
ル
」
。

　

協
会
活
動
の
活
性
化
の
た
め
に
、
地
区
会
の
積
極
的

な
開
催
を
確
認
。
北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
の
研
修
会
の

企
画
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
。
青
年
部

を
中
心
と
し
た
若
手
社
員
の
育
成
等
を
事
業
計
画
に
。

山
梨
み
ど
り
奨
学
会
へ
寄
付
を
行
う
こ
と
を
承
認
。
来

年
度
の
総
会
に
合
わ
せ
て
、
創
立
七
十
周
年
行
事
を
企

画
し
て
い
く
こ
と
を
承
認
。

◆
愛
媛
県
協
会
（
盛
重
浩
一
会
長
）

　

協
会
規
約
の
一
部
改
定
を
承
認

　

①
８
月
１
日
、
②
松
前
町
「
松
前
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
」
。

　

旅
費
支
給
に
関
す
る
規
約
を
一
部
改
定
。
教
材
の
採

用
促
進
活
動
の
実
施
や
若
手
研
修
会
の
実
施
を
事
業

計
画
に
。

◆
高
知
県
協
会
（
井
上
博
文
会
長
）

　

拠
出
金
を
30
銭
に
増
額

　

①
８
月
１
日
、
②
高
知
市
「
ち
よ
り
街
テ
ラ
ス
」
、

　 ❀  お 知 ら せ  ❀

協会ＨＰ　https://nit.or.jp

「会員の方へ」≪パスワード ➠ kagura6 ≫

第237･238号で詳しくご紹介しています。

＜お問い合せ先＞

一般社団法人全国図書教材協議会・事務局

（TEL 03-3267-1041）までお願いします。

　日本図書教材協会で運用している、全図

協・会員販売店向けのＷｅｂ発注システム

「図書教材ネット」が無償でご利用いただ

けます。

　お申し込みは、随時受け付けております

ので、ご希望の方は、協会ホームページ内

の右メニュー「会員の方へ」（要パスワード）

よりお申し込みください。

▼「図書教材ネット」と連動して、発注デー
タを自動取り込み

▼複雑な売上・入金処理も簡単に管理

▼納品書や請求書、売上明細などを一瞬で
作成

全図協　販売管理システム全図協　販売管理システム
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２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

◆
石
川
県
協
会
（
石
野
一
樹
会
長
）

　

各
支
部
よ
り
活
動
報
告

　

①
８
月
２
日
、
②
金
沢
市
「
金
沢
勤
労
者
プ
ラ
ザ
」
、

③
新
学
社
・
川
井
史
中
学
事
業
部
営
業
部
長
、
勝
谷
剛

中
学
事
業
部
営
業
部
長
代
理
。

　

各
支
部
よ
り
活
動
報
告
。
支
部
会
費
の
使
途
に
つ
い

て
協
議
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
へ
の
対
応
に
つ
い
て

情
報
交
換
。

◆
鹿
児
島
県
協
会
（
八
代
和
彦
会
長
）

　

来
年
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
企
画
に
つ
い
て
検
討

　

①
８
月
２
日
、
②
鹿
児
島
市
「
サ
ン
プ
ラ
ザ
天
文

館
」
、
③
東
京
法
令
出
版
・
福
岡
隆
昭
九
州
支
社
長
。

　

鹿
児
島
県
が
担
当
す
る
来
年
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

で
の
企
画
に
つ
い
て
検
討
。
会
費
未
納
販
売
店
へ
の
対

応
に
つ
い
て
確
認
。

　

総
会
前
に
東
京
法
令
出
版
・
福
岡
九
州
支
社
長
に
よ

る
「
業
界
の
現
状
と
今
後
の
動
向
に
つ
い
て
」
と
題
し

た
講
演
会
を
開
催
。

◆
山
形
県
協
会
（
富
樫
和
幸
会
長
）

　

市
場
の
動
向
に
つ
い
て
情
報
交
換

　

①
８
月
４
日
、
②
山
形
市
「
山
形
国
際
交
流
プ

ラ
ザ
」
、
③
日
本
標
準
・
森
田
祐
樹
営
業
部
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
。

　

県
内
の
市
場
の
動
向
や
他
県
で
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

状
況
等
に
つ
い
て
情
報
交
換
。

◆
長
野
県
協
会
（
大
久
保
哲
会
長
）

　

総
会
前
に
講
演
会
を
開
催

　

①
８
月
４
日
、
②
松
本
市
「
ホ
テ
ル
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ

松
本
」
、
③
全
図
協
・
渡
部
竜
士
専
務
理
事
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
や
教
師
用
書
の

有
償
化
へ
の
対
応
に

つ
い
て
協
議
。
今
後

の
協
会
の
安
定
的
な

運
営
の
た
め
、
拠
出

金
を
20
銭
か
ら
40
銭

に
増
額
。

　

総
会
前
に
、
全
図

協
・
渡
部
専
務
理
事

に
よ
る
「
教
育
行
政
の
動
向
と
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の

取
り
組
み
」
と
題
す
る
講
演
会
を
開
催
。

◆
長
崎
県
協
会
（
中
井
寛
会
長
）

　

著
作
権
啓
発
等
を
事
業
計
画
に

　

①
８
月
４
日
、
②
島
原
市
「
零
陵
公
園
体
育
館
」
、

③
正
進
社
・
杉
山
陽
介
営
業
部
長
。

　

全
図
協
事
業
に
つ
い
て
報
告
。
著
作
権
啓
発
や
図
書

教
材
ネ
ッ
ト
の
利
用
促
進
な
ど
を
事
業
計
画
に
。

◆
熊
本
県
協
会
（
上
野
雅
嗣
会
長
）

　

役
員
改
選
、
新
会

　

長
に
菊
川
克
祐
氏

　

①
８
月
４
日
、
②

熊
本
市
「
ア
ク
ア
ド
ー

ム
」
、
③
全
図
協
・
宍

戸
亮
太
事
務
局
次
長
。

　

図
書
教
材
業
界
の

発
展
の
た
め
の
事
業

活
動
、
支
部
組
織
の

強
化
、
全
図
協
事
業

へ
の
協
力
な
ど
を
事

長野県協会熊本県協会

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

【お問合せ・お申込は】 
 

一一般般社社団団法法人人  全全国国図図書書教教材材協協議議会会  
〒162-0831 東京都新宿区横寺町 6４-２ 

Tel:03-3267-1041 Fax:03-3267-1047  

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

給給
付付((

保保
障障
））内内
容容  

  給給付付金金  11 口口  22 口口  

死 亡 保 険 金 200 万円 400 万円 

災害死亡保険金 400 万円 800 万円 

災害入院給付金 
(1 日あたり) 

 3,000 円  6,000 円 

障 害 給 付 金 140 万～20 万円 280 万～40 万円 

月月
掛掛
金金  

15 才～45 才 1,000 円 2,000 円 

46 才～55 才 1,600 円 3,200 円 

56 才～65 才 2,500 円 5,000 円 

66 才～70 才 3,500 円 7,000 円 

２０２１年度の配当金 
制制度度のの特特色色  
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２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

教
材
費
制
限
に
対
す
る
市
議
会
議
員
へ
の
働
き
か
け

な
ど
の
報
告
。

　

総
会
後
に
渡
部
専
務
理
事
に
よ
る
「
教
育
行
政
の
動

向
と
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
取
り
組
み
」
と
題
し
た
講

演
会
を
開
催
。

◆
奈
良
県
協
会
（
中
村
彰
会
長
）

　

周
年
行
事
の
企
画
を
検
討

　

①
８
月
６
日
、
②
北
葛
城
郡
「
ふ
る
さ
と
会
館
グ

リ
ー
ン
パ
レ
ス
」
。

　

来
年
度
の
新
学
期
明
け
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
運
営

や
、
七
十
周
年
行
事
の
企
画
に
つ
い
て
検
討
。

◆
山
口
県
協
会
（
進
藤
充
宏
会
長
）

　

小
規
模
校
対
策
の
継
続
実
施
を
承
認

　

①
８
月
６
日
、
②
山
口
市
「
小
郡
ふ
れ
あ
い
セ
ン

業
計
画
に
。

　

役
員
改
選
を
行
い
、
新
会
長
に
菊
川
克
祐
氏
を
選
任
。

◆
三
重
県
協
会
（
西
田
賢
一
会
長
）

　

総
会
前
に
講
演
会
を
開
催

　

①
８
月
５
日
、
②
津
市
「
プ
ラ
ザ
洞
津
」
、
③
青
葉

出
版
・
楠
井
学
営
業
部
長
、
全
図
協
・
渡
部
竜
士
専
務

理
事
。

　

総
会
内
で
支
部
会

を
開
催
し
、
そ
の
後

各
支
部
か
ら
の
情
勢

報
告
の
確
認
。

　

総
会
前
に
、
全
図

協
・
渡
部
専
務
理
事

に
よ
る
「
教
育
行
政

の
動
向
と
こ
れ
か
ら

の
私
た
ち
の
取
り
組

み
」
と
題
す
る
講
演

会
を
開
催
。

◆
滋
賀
県
協
会
（
西

　

村
忠
生
会
長
）

　

総
会
後
に
講
演
会

　

を
開
催

　

①
８
月
６
日
、
②

草
津
市
「
キ
ラ
リ
エ

草
津
」
、
③
五
ツ
木
書

房
・
河
村
匡
剛
取
締

役
営
業
部
長
、
全
図

協
・
渡
部
竜
士
専
務

理
事
。

　

各
支
部
よ
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
対
応
や
、 三重県協会滋賀県協会

タ
ー
」
、
③
光
文
書
院
・
市
川
文
彦
営
業
グ
ル
ー
プ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
。

　

小
規
模
校
対
策
費
用
と
し
て
集
め
て
い
た
拠
出
金

を
70
銭
か
ら
50
銭
に
減
額
し
、
今
年
度
も
継
続
実
施

す
る
こ
と
を
承
認
。

◆
宮
崎
県
協
会
（
森
誠
樹
会
長
）

　

協
会
規
約
の
一
部
改
定
を
承
認

　

①
８
月
６
日
、②
宮
崎
市
「
宮
崎
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
」。

　

会
計
担
当
に
関
す
る
協
会
規
約
の
一
部
改
定
を
承

認
。
学
校
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
教
師
用
書
の
取
り
扱

い
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
。

◆
島
根
県
協
会
（
杉
本
正
和
会
長
）

　

協
会
組
織
、
運
営
に
関
す
る
規
約
を
一
部
改
定

　

①
８
月
７
日
、
②
出
雲
市
「
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲
」
、

③
光
文
書
院
・
市
川
文
彦
営
業
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
。

　

協
会
の
組
織
、
運
営
に
関
す
る
規
約
の
一
部
改
定
を

承
認
。
来
年
度
の
総
会
時
に
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と

を
確
認
。

＜お問合せ ・お申込み先＞

全図協事務局（TEL 03-3267-1041）までお願い

します。

全図協

総合補償制度のご案内

補償その１→商品搬入時に学校

内で生じた対人 ・対物事故

補償その２→集金時や事務所での

現金 ・小切手盗難

充実の補償内容！
この保険があれば安心！

全図協オリジナル

￥

＝
都
道
府
県
協
会　

会
員
だ
よ
り
＝

☆
代
表
者
・
商
号
・
住
所
変
更
の
あ
っ
た
会
員
☆

<

代
表
者
変
更>

　

埼
玉
県･

･
･

㈲
カ
ラ
サ
キ
（
熊
谷
市
）

　
　
　
　
　
　

新
代
表
・
松
本
玄

　

広
島
県･

･
･

㈲
光
永
（
庄
原
市
）

　
　
　
　
　
　

新
代
表
・
光
永
正
典



10

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

発
行
所　

一
般
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会　
　

編
集
人　

宍
戸
亮
太
・
新
井
啓
美　
　

発
行
人　

渡
部
竜
士　
　

〒
１
６
２
‐
０
８
３
１ 

東
京
都
新
宿
区
横
寺
町
64
‐
２　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

03
‐
３
２
６
７
‐
１
０
４
１

　

文
科
省
で
は
現
在
、
学
校
と
の
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
の
や
り
取
り
の
慣
行
の
見
直
し
を

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
全

図
協
で
も
学
校
現
場
の
状
況
や
課
題
を

整
理
し
な
が
ら
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
替
わ
る
学
校
か
ら
の
注
文

シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
向
け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
主
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
受
け
て
い
た
注
文
を
シ

ス
テ
ム
化
す
る
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
に
課
題
が

あ
り
並
大
抵
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
事
な
こ

と
は
先
生
・
販
売
店
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
効
率
を
上
げ
る

こ
と
で
す
。

　

先
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す
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日本教材学会　第 37 回研究発表大会日本教材学会　第 37 回研究発表大会

□開催日□開催日　2025 年 9 月 27 日（土）～ 28 日（日）

□会　場□会　場　香川大学教育学部

□主な内容□主な内容（予定）

　・自由研究発表（33 件）

　・研究プロジェクト発表（３件）

　・シンポジウム

　　テーマ：深い「探究」の学びに導く教材の在

　　　　　　り方

　　基調講演：小原友行先生（広島大学名誉教授）

　　司　会：伊藤裕康先生（文教大学教育学部教

　　　　　　授）

　　シンポジスト

　　国語科：細川太輔先生（日本教材学会副会長） 

　　数学科：松島 充先生 （香川大学教育学部教授）

　　音楽科：越川徹郎先生（東京学芸大学特任講

　　　　　　師、作曲家）

申し込み、内容等の詳細はホームページをご覧く

ださい。

＜日本教材学会ホームページＵＲＬ＞

https://kyozai-gakkai.jp/studies/tournament37/https://kyozai-gakkai.jp/studies/tournament37/

皆さまのご参加お待ちしております。皆さまのご参加お待ちしております。

【 お 知 ら せ 】

協会名 小学校 中学校 小・中学 計

北 海 道 188,982 172,951 361,933 

青 森 105,897 81,758 187,655 

岩 手 125,739 68,585 194,324 

秋 田 96,222 48,742 144,964 

山 形 83,578 72,736 156,314 

宮 城 150,563 80,722 231,285 

福 島 201,499 108,342 309,841 

茨 城 396,767 178,630 575,397 

栃 木 247,109 132,121 379,230 

群 馬 94,809 129,275 224,084 

埼 玉 699,664 358,038 1,057,702 

千 葉 250,423 266,307 516,730 

東 京 922,115 - 922,115 

山 梨 13,701 - 13,701 

静 岡 114,064 130,638 244,702 

三 重 157,875 113,584 271,459 

長 野 136,288 104,909 241,197 

新 潟 80,947 51,471 132,418 

富 山 38,304 36,969 75,273 

石 川 54,214 41,141 95,355 

福 井 63,197 30,845 94,042 

京 都 91,761 32,842 124,603 

奈 良 62,799 32,749 95,548 

大 阪 小 156,045 - 156,045 

大 阪 中 - 98,262 98,262 

和 歌 山 73,964 33,801 107,765 

兵 庫 184,934 71,938 256,872 

広 島 315,210 201,439 516,649 

鳥 取 64,350 48,576 112,926 

島 根 83,544 52,383 135,927 

山 口 121,745 119,418 241,163 

徳 島 48,684 49,421 98,105 

愛 媛 31,927 79,230 111,157 

高 知 42,763 19,892 62,655 

福 岡 358,094 363,316 721,410 

佐 賀 98,560 38,079 136,639 

長 崎 121,236 46,426 167,662 

熊 本 256,937 98,425 355,362 

大 分 108,296 69,589 177,885 

宮 崎 65,473 31,658 97,131 

鹿 児 島 167,153 86,430 253,583 

合 計 6,675,432 3,781,638 10,457,070 

2025 年度 拠出金一覧表
（小学校１学期・中学校前期）

（円）


